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◉「そのとき、その場所にいる魚を釣る」とい
う自由さがSLJ の魅力。本命、外道という
考え方はなく、どの魚を釣ってもうれしく
なれる釣りだ。糸の先にはジグだけと
いうシンプルな仕掛けで竿もソフトだか
ら、魚が掛かったときのダイレクト
感は病みつきになる。ジグを食って
くるのはマハタやカサゴなどの根
魚、ワラサやヒラマサなどの青物
で、食べてもうまい魚ばかりだ。

　
シ
ブ
か
っ
た
…
…
。

　
そ
し
て
本
当
に
シ
ブ
い
と
き
は
、
プ

ロ
ア
ン
グ
ラ
ー
で
あ
る
ヨ
ッ
シ
ー
の
腕

前
を
も
っ
て
し
て
も
、
太
刀
打
ち
で
き

な
か
っ
た
…
…
。

　
外
房
勝
浦
川
津
港
の
不
動
丸
は
、
ス

ー
パ
ー
ラ
イ
ト
ジ
ギ
ン
グ
（
Ｓ
Ｌ
Ｊ
）

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
吉き

ち
せ
い
て
る
あ
き

清
晃
朗
船
長

は
「
そ
の
と
き
釣
れ
る
魚
を
釣
る
、
と

い
う
ス
タ
イ
ル
で
、
タ
ッ
ク
ル
も
ラ
イ

ト
。
手
軽
に
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
新
し
い
釣
り
物
で
す
。
ウ
チ
で

は
午
後
船
を
中
心
に
Ｓ
Ｌ
Ｊ
へ
出
船
。

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
よ
！
」
と
気
合

十
分
だ
。
が
…
…
。

　
釣
り
は
自
然
が
相
手
の
趣
味
。
我
わ

れ
人
間
の
思
惑
ど
お
り
に
い
か
な
い
こ

と
も
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
ど
う
に
か

し
て
や
ろ
う
」
と
ハ
マ
る
の
だ
。

　
１
月
中
旬
、
最
初
の
釣
行
時
は
潮
が

ほ
と
ん
ど
動
か
な
か
っ
た
。
同
行
し
た

釣
り
仲
間
の
鹿
島
一
郎
さ
ん
が
小
型
の
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◉ズバリ、タックルはなんでもO K。使うジグが4 0 〜
6 0グラムと軽いので、ブラックバス用タックルでも対応

できる。でも最近はS L J 人気の高まりもあり、専用ロッドも増
えてきた。ジャッカルも３月にS L J 専用の「バンブルズエクスト
ロS L J」を発売予定。ティップがしなやかなので軽いジグを不
用意に飛ばすことがなく、ナチュラルなアクションを付けられる。
一方バットはパワフルで、不意の大物にも余裕で応える仕様だ。
スピニングリール用、ベイトリール用があり、浅場やキャストし
ての横引きで広く探りたいときにはスピニング、深場や根が荒い
ポイント、ドテラ流しでも有効なベイトと使い分けができるよ！

＃Prepare ルアーの方程式

◉オススメしたいのはジャッカル・バンブルズジグTG 
SLJ のようなタングステン製のジグ。比重が高いので、

同じ重さでも鉛製よりコンパクトに作ることができ、潮に流さ
れにくく、小粒なので食わせやすい。１度目の釣行は風が強く、
ドテラ流しでは底取りが難しかったこともあり、タングステン
が強みを発揮していたね。
　ちょっと高価なので、根掛かりのリスクがある場所でメイン
ジグにするのは難しいけど、タングステンでなければ対応でき
ないシチュエーションは結構ある。左右非対称でエッジを効か
せた形状だから、ジャーク（シャクリ）の仕方によってアクシ
ョンを自在に変えられるのもメリット。軽くシャクればフワッ
とした動きで魚に口を使わせることができ、強くシャクれば波
動を効かせたハデな動きで魚を呼び寄せられる。ルアーケース
には絶対に忍ばせておきたいジグだね！

＃Prepare タックルの方程式

タングステン＝お値段以上の価値

＃Target ＆ Game guide

▲外房でも勝浦沖は根が荒い。タカハ
シゴーは底取りしやすいベイトリール
を多用して根掛かりを回避。フォール
のアタリも取りやすい

ア
カ
ヤ
ガ
ラ
を
釣
っ
た
と
き
、
ヨ
ッ
シ

ー
は
苦
戦
を
覚
悟
し
た
と
い
う
。

「
ア
カ
ヤ
ガ
ラ
は
潮
が
動
か
な
い
と
き

に
釣
れ
る
魚
。
こ
れ
は
厳
し
い
ぞ
、
と

思
っ
た
ね
…
…
」
と
ヨ
ッ
シ
ー
。

　
ど
う
に
か
カ
サ
ゴ
を
１
尾
釣
っ
た
が
、

そ
れ
す
ら
も
「
魚
が
い
た
所
に
ち
ょ
う

ど
ジ
グ
が
落
ち
た
だ
け
か
な
。
う
〜
ん

…
…
」
と
う
な
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
２
度
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、

１
月
下
旬
だ
っ
た
。
太
東
か
ら
勝
浦
に

か
け
て
、
死
ん
だ
イ
ワ
シ
が
大
量
に
漂

っ
て
い
た
。
漁
師
の
網
が
破
け
た
、
酸

欠
発
生
な
ど
色
い
ろ
な
情
報
が
錯さ

く
そ
う綜
し

た
が
、
理
由
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

　
死
ん
だ
イ
ワ
シ
が
コ
マ
セ
に
な
っ
て

別
の
イ
ワ
シ
を
呼
び
、
海
は
一
見
す
る

と
活
気
づ
い
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
が
、

Ｓ
Ｌ
Ｊ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
フ
ィ
ッ

シ
ュ
イ
ー
タ
ー
の
気
配
が
な
い
。

　
ヨ
ッ
シ
ー
、
鹿
島
さ
ん
、
そ
し
て
筆

者
（
タ
カ
ハ
シ
ゴ
ー
）
は
、
あ
の
手
こ

の
手
を
繰
り
出
す
。

　
ジ
グ
の
素
材
は
鉛
か
、
タ
ン
グ
ス
テ

ン
か
。
重
さ
は
ど
う
か
。
色
は
？　
ア

ク
シ
ョ
ン
は
…
…
？

　
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
に
懸
け
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
引
き
出
し
を
開
け
て

み
た
も
の
の
、
魚
か
ら
の
返
信
は
な
い
。

ほ
ん
の
わ
ず
か
で
も
い
い
か
ら
な
ん
ら

か
の
反
応
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
手
が
か

り
に
し
て
作
戦
を
組
み
立
て
、
魚
を
手

に
す
る
の
が
ヨ
ッ
シ
ー
の
す
ご
味
だ
が
、

何
を
や
っ
て
も
魚
は
応
え
な
い
。

　
吉
清
船
長
も
こ
ま
め
に
船
を
回
し
、

ど
う
に
か
成
果
を
得
て
も
ら
お
う
と
懸

命
に
な
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
そ
の

意
気
込
み
に
応
え
よ
う
と
頑
張
る
ヨ
ッ

シ
ー
と
仲
間
た
ち
。

▲釣り場は御宿〜勝浦沖の水深20〜40メートル前後

なんでもＯＫだが専用竿もオススメ

▼バンブルズジグTG SL J は
30〜80グラムをラインナップ。
40〜60グラムが中心となる

▼ヨッシーはバンブルズエクストロＳＬ
Ｊプロトタイプを使用。しなやかな竿
先でジグのアクションは自然

▲一方鉛製ジグは安価で種類も豊富だ。タカハシ
ゴーはスリム形状の鉛ジグでカサゴをキャッチ

◉左右非対称でエッジが効い
た形状で、シャクり方に応じ
てアクションが変わる。フロ
ントフックのネクタイが揺ら
めいて魚にアピール

▼ナチュラルなシルバー系を基
本に、潮が濁っていたり空が
暗いときはゴールド系も効果的

◉キントキ

◉カサゴ

ＳＬＪってどんな魚が釣れるの？

先生◆よしおか すすむ
新型コロナウイルスの感染予防に
最大限配慮しながらも、忙しく全
国の船に乗り、多くの沖釣りファン
たちとの交流を楽しむヨッシー。船
を下りてからもそのまま竿を担い
で陸っぱり。タックルさえあれば永
遠に釣りし続けているのではない
かという、夏休みの少年状態。今
日もどこかで竿を振っている。
生徒◆たかはし ごう
幼稚園のころから沖釣りをして
いるはずなのに、いつまでたっ
ても上達しない「永遠の初心者」。
釣りそのものより海に浮かんで
いることに喜びを感じている様
子で、うまくなる気配なし……。

オ
レ
は
オ
レ
は

う
〜
ん
う
〜
ん

ふ
ふ
ん
ふ
ふ
ん

第９回第９回

コ
レ
ね
！

コ
レ
ね
！

weight
重さ

color
色

冬の
   外房ＳＬＪ

食
え
！
食
え
！

シル
バー
系

バンブルズジグ
Bambluz JIG TG SLJ

◉海はときに優しく、ときに厳しく、ときに◉海はときに優しく、ときに厳しく、ときに
シブい……。２度にわたって冬の外房スーシブい……。２度にわたって冬の外房スー
パーライトジギングに挑んだヨッシーこと吉パーライトジギングに挑んだヨッシーこと吉
岡進さんだったが、プロのテクニックと粘り岡進さんだったが、プロのテクニックと粘り
をもってしても「まずまず」のをもってしても「まずまず」の
成果しか得られなかった。成果しか得られなかった。
だが、これも現実。だが、これも現実。
これも経験だ！これも経験だ！

コ
レ
と
コ
レ
と

コ
レ
！

コ
レ
！

や
り
切
っ
た
ぁ
〜

や
り
切
っ
た
ぁ
〜

ゴー
ルド系

30g

40g

60g

80g

う
〜
ん
う
〜
ん

う
〜
ん
う
〜
ん

コ
レ
で
！

コ
レ
で
！
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▲ 着底したらすぐ２〜３回
素早く巻いて根掛かりを回
避。魚にじっくりとジグを
見せるイメージでスローに
誘うとこのとおり

▼まずはただ巻きで探って
みる。慣れてきたら１回シ
ャクってハンドル１回転させ
るワンピッチジャークへス
テップアップ

◉釣れる魚を釣るのがSLJ だから、シーズンを問わ
ず楽しめるのが魅力だ。そんな中でも１〜３月は気候

の不安定さなどもあって、好不調の波が激しい。我われの釣
行した１月中旬と下旬は根魚さえなかなか口を使ってくれない
厳しさだったけど、別の日にはウソのように釣れていたから、
こればかりは海に出てみないと分からないね……。
　釣れた魚は低水温に強いものばかりだったから、ちょうど
水温がグッと下がってしまったのだと思う。下がったところで安
定してくれれば、魚たちも口を使うようになるはず。オレは諦

めずに竿をシャクり続けるよ！

◉SLJ はなんと言ってもイージーさが魅力。
最近のジグは性能がイイので、ただ落として巻き上げ
てくるだけでしっかり動き、魚にアピールしてくれ
る。ビギナーの方なら「フォール〜ただ巻き」の繰り
返しでもOK だ。経験を重ねてきたら、ワンピッチ
ジャークなどジギングっぽいアクションを加えるとな
おヨシ！　竿をシャクり上げ、竿先を下げる間にリー
ル１回転というジギングの基本動作だね。
　シャクリの強弱や速さの遅速によって様ざまなアク
ションを演出できるから、SLJ は飽きがこないんだ。
ジグが軽いから疲れず、今回のようにシブい状況でも
心が折れないのも美点だよ（笑）。
　底から数メートルはネチネチとゆっくり誘って根魚
を、底を10メートルほど切ったら早巻きにして青物
を狙うという２段戦法がオススメ。１度の着底で２度
おいしいあたりが、ターゲットを限定しないSLJ ら
しさかな。

　

と
、
そ
の
思
い
が
届
い
た
か
、「
Ｓ

Ｌ
Ｊ
は
初
め
て
」
と
い
う
ビ
ギ
ナ
ー
さ

ん
の
ジ
グ
に
マ
ハ
タ
が
食
っ
て
き
た
。

い
き
な
り
の
ア
タ
リ
に
、
ど
う
し
た
ら

い
い
か
分
か
ら
な
い
。
友
人
に
竿
を
支

え
て
も
ら
っ
て
ど
う
に
か
リ
ー
ル
を
巻

き
、
マ
ハ
タ
の
取
り
込
み
に
成
功
し
た
。

「
よ
か
っ
た
！　
初
め
て
の
人
で
も
マ

ハ
タ
が
釣
れ
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
？　
こ
れ

ぞ
Ｓ
Ｌ
Ｊ
の
だ
い
ご
味
だ
。
き
っ
と
あ

の
人
は
ハ
マ
る
ね
（
笑
）」

　
午
後
４
時
近
く
に
な
っ
て
、
キ
ン
ト

キ
の
群
れ
に
当
た
っ
た
よ
う
だ
。
鹿
島

さ
ん
、
ト
モ
の
お
客
さ
ん
、
そ
し
て
ヨ

ッ
シ
ー
に
も
ヒ
ッ
ト
！　
さ
ら
に
船
中

で
は
メ
バ
ル
も
上
が
り
、
魚
が
姿
を
見

せ
て
く
れ
た
こ
と
で
多
少
の
盛
り
上
が

り
感
は
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
そ
れ
ま
で
だ
っ
た
。
取
材
メ

モ
に
は
頻
繁
な
流
し
変
え
の
軌
跡
と
、

「
不
発
」
の
文
字
が
並
ん
だ
。

「
こ
の
ペ
ー
ジ
は
一
応
オ
レ
が
先
生
、

ゴ
ー
さ
ん
が
生
徒
と
い
う
役
割
に
な
っ

て
る
。
そ
れ
な
り
に
魚
が
応
え
て
く
れ

る
と
き
な
ら
差
が
出
る
と
思
う
ん
だ
け

ど
、
今
回
ば
か
り
は
…
…
。
極
端
に
シ

ブ
い
と
き
は
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
ね
」

　
そ
れ
で
も
、
い
や
、
そ
れ
だ
か
ら
こ

そ
、
我
わ
れ
は
全
力
を
尽
く
し
た
。
頭

を
フ
ル
回
転
さ
せ
、
今
ま
で
の
経
験
や

知
識
を
総
動
員
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と

を
や
り
尽
く
し
た
。
ク
ー
ラ
ー
は
軽
か

っ
た
け
れ
ど
、
下
船
し
た
あ
と
の
足
取

り
も
軽
か
っ
た
。

「
や
っ
た
よ
な
」「
や
っ
た
」「
し
ょ
う

が
な
い
よ
な
」「
し
ょ
う
が
な
い
」

　
肩
を
た
た
き
合
い
な
が
ら
船
着
き
場

か
ら
駐
車
場
へ
歩
く
取
材
班
。
そ
の
視

線
は
下
で
は
な
く
前
を
向
い
て
い
た
。

外房勝浦川津港

☎0470・73・5538
（詳細は巻末の情報欄参照）

不 動 丸

ただ巻き ワンピッチジャーク リフト＆フォール

フォール中
にもヒット
する

底付近は
ゆっくり
巻く

下ろしながら
巻く

宙層は
スピーディー
なジャーク

底から5～
10mくらい
まではスロー
なジャーク

ストップ
ストップ

サバ

イナダなど

半回転
巻き

5
〜
10
m

フ
ォ
ー
ル

フ
ォ
ー
ル

5
〜
10
m

5
〜
10
m

マダイ

カサゴ
キントキ

マハタ
ヒラメ

◉手も足も出ませんでした……と言いつつ、それなりに色ん
な魚が顔を出してくれるのがSLJ のよさ。海はかなりシブかったけど、
S L J のポテンシャルに救われたって感じかな……！
　オレが釣った魚はほとんどがフォール。食い気があればジャークし

ているときなど誘い上げ中
にも食ってくるから、よほ
ど魚たちにヤル気がなかっ
たんだと思う。こういうと
きはネチネチとゆっくり誘
って、何度も魚の前をジグ
が通過するように心がける
といいよ。

＃Solution冬の外房ＳＬＪの解

＃Report ヨッシーの実釣レポート

諦めない心×シャクリ回数＝未来の釣果

＃船宿インフォメーション

＃Howto 先生が教える基本釣法
フォール & ただ巻きでもOK
慣れたらワンピッチジャークを

◉シブいなりに色いろ試して分かったのは、
タングステンジグの優位性！　ロッドアクションや
リールの巻きスピードを変化させてキレ味鋭く動か
すこともできるし、フワフワ舞わせることもできる。
オレみたいな不器用者も多彩なアクションを繰り出
せたのだから、ヨッシーなんかもっとバリエーショ

ン豊かに動か
してるんだろ
うな……。そ
れでも思うよ
うに釣れない
のは、もはや
我われ釣り人
側の問題じゃ
なく、自然の
おぼしめしだ
よな……。

＃Notice 生徒なりのお気付きポイント
もう少し安ければ
全部ＴＧにしたい！

◉根が荒く、水深が激しく変化する勝浦
沖。それだけに本来は多彩な釣り物が楽
しめるエリアだけど、根掛かりにも要注
意。その点、吉清晃朗船長は水深をこま

めにアナウンスしてくれるからありがたい。カケ上が
りか、カケ下がりか、これから浅くなるのか深くな
るのかをていねいに教えてくれるから、根掛かり回
避はもちろん、釣りの戦略も立てやすい。S L J に
対してもすごく積極的で、レンタルロッドにはジャッ
カル・G S Wを使ってくれるという気合の入れよう。
今回は我われの力不足でいい結果が出せなかったけ
ど、次は船長の操船に応えます！

激シブでもそれなりに……
これがＳＬＪの底力だ！

▲ビギナーに優しく釣り方を教えてくれる吉清晃朗船長（中央）

▲大型快速船でゆったりとしたスペースで
釣りが楽しめる

▲スピードを変えたり、竿をシャ
クる幅を変えたり、色いろ試して
みよう

◉料金＝SLJ 予約乗合一人１万円（氷
付き）、レンタルタックル2000円
◉備考＝午後船で11時半集合、第１＆
３土曜日定休

▲貴重な１尾。慎重にヤリトリし
キントキをランディング

▲外房のSLJ ではおなじみのキ
ントキ。当日は群れに遭遇しあち
こちでヒット

▼底付近をス
ローに誘いカ
サゴをゲット！

▲強引に巻くのでなく、竿の弾力
を使いながら魚を寄せてこよう

▲船下を探ってアタリがなければ
アンダーハンドでキャストして広く
探る

◉ターゲットを選ばずに釣るのが SLJ の
魅力。ときにはこんな魚たちがなごませ
てくれる

▲ジグとほぼ同じサイズのイワシ
の群れの中にいた良型のメバル

▲ 外 房 の SLJ
では定番のアカ
ヤガラ

▲キントキを手
にした鹿島さん。
ジグに注目！

▲終盤にはメバルも

▼良型のキントキをキャッチ

▼初挑戦でマハタを釣り上げた
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